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主
た
る
報
告
並
び
に
提
案
事
項

一
、
平
成
四
年
度
事
業
結
果
報
告

一
、　
　
″
　

　

会
計
決
算
報
告

一
、
平
成
五
年
度
事
業
計
画
案

一
、　
　
″
　

　

会
計
予
算
案

一
、
代
議
員
会
討
議
決
決
定
事
項

一
、
役
員
改
選

有
意
義
な
総
会
に
す
る
為
に
積
極
的

に
参
加
し
町
内
発
展
の
為
の
要
望
を

大
い
に
出
し
ま
し
よ
う
。

力
曰
．

よ

りぼ

し
上
げ
′
ず

稚^
即
′を
．解
″
で

私
も
昭
和
五
〇
年
よ
り
、
自
治
会
役

員
と
な
り
町
内
の
為
に
努
力
を
致
し

ま
し
た
が
、
平
成
三
年
四
月
に
自
治

会
長
を
お
受
け
し
、
任
務
の
重
大
さ

と
奥
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
然
し
乍
ら
皆
様
方
の
お
陰
で

自
治
会
の
五
大
事
業
と
も
言
え
る
、

納
涼
祭
、
敬
老
会
、
体
育
祭
、
文
化

祭
、
道
路
整
備
事
業
な
ど
、
大
過
な

く
終
ろ
う
と
し
て
ぃ
ま
す
。

′
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中
で
も
平
成
三
年
、
四
年
、
山
辺
地

区
体
育
祭
に
於
い
て
二
年
連
続
優
勝

し
た
事
は
、
本
当
に
町
内
皆
々
様
の

一
致
団
結
の
お
陰
と
深
く
感
謝
に
耐

え
ま
せ
ん
。
尚
本
年
は
役
員
改
選
で

す
が
、
前
任
者
同
様
、
皆
々
様
の
絶

大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
治
会
長
　
須
永
三
郎

☆
夏
の
夜
の
一
時
　
納
涼
祭

五
家
英
子
シ
ヨ
ウ
好
評
の
中

成
功
裡
に
終
る

（
七
月
下
旬
）

☆
市
道
西
新
井
８
号
線

（
永
明
寺
東

側
）
の
道
路
改
修
工
事
が
完
了

（
八
月
初
旬
）

★
こ
の
工
事
は
平
成
二
年
頃
か
ら

改
修
を
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
関
係
地
権
者
の
協
力
を
得
て

拡
巾
も
併
行
し
て
工
事
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

☆
町
内
敬
老
会
、
各
種
団
体
の
賛
助

出
演
に
老
人
会
の
皆
様
が
感
謝
す
。

（九
月
中
旬
）

☆
山
辺
地
区
町
民
体
育
祭
に
於
い
て

二
年
連
続
優
勝
を
果
た
す
。
山
辺

地
区
町
内
に
お
い
て
初
の
偉
業
で

あ
る
。

（十
月
中
旬
）

☆
秋
の
文
化
祭
、
成
功
裡
に
終
る
。

恒
例
の
つ
る
し
鏑
、
好
評

（十

一
初
旬
）

☆
石
上
用
水
路
改
修
工
事

急
ピ
ツ
チ
で
第
二
期
以
降
が
完
了

（
二
月
初
旬
）

―
―

″
年

☆
国
道
五
十
号
線
西
新
井
交
差
点
の

四
車
線
化
な
り
開
通

交
通
安
全
の
面
か
ら
も
喜
ば
し
い
。

（
二
月
中
旬
）

私
書
箱

『
声
』

劇
個
部
よ
り
協
力
に

謝

第
二
回
の
文
化
祭
で
実
施
に
不
安
が

あ
り
ま
し
た
が
、
前
回
以
上
に
各
種

団
体
の
御
協
力
を
戴
き
、
終
日
ご
来

場
を
戴
き
ま
し
た
。

町
民
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
化
祭
は
皆
様
と
共
に
育
て
て
ゅ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

皆
様
の
作
品
を
心
よ
り
お
待
ち
致
し

て
お
り
ま
す
。

文
化
部
長
　
須
永
恭
生

―
―
―
＝
＝
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西
新
井
自
治
会
世
帯
年
度
の
動
き

転
入
世
帯
　
　
　
七
世
帯

転
出
世
帯
　
　
　
八
世
帯

現
在
世
帯
　
三
四
五
世
帯

自
治
会
活
動
に
思
う

自
治
会
の
活
動
を
面
白
い
と
思

つ
た
の

は
、
回
り
順
で
組
長
を
引
受
け
、　
一
年

経
過
し
て
か
ら
で
す
。
そ
れ
迄
は
、
自

治
会
の
仕
事
と
は
、
隠
居
仕
事
と
し
て

暇
を
も
て
ぁ
ま
し
て
い
る
人
が
や
る
も

の
で
、
又
や
ら
な
く
て
も
今
の
生
活
に

特
段
不
便
は
な
い
と
ぃ
ぅ
感
じ
を
も
つ

/ι

て
い
ま
し
た
。

い
ざ
引
き
受
け
て
み
ま
す
と
、
回
覧
板

の
手
配
、
体
育
祭
な
ど
、
次
か
ら
次
ヘ

と
行
事
が
あ
り
、
当
時
は
ど
う
し
て
こ

ん
な
時
間
の
か
か
る
事
を
し
な
け
れ
ば

と
、
プ
ツ
ブ
ツ
言
い
な
が
ら
も
紆
余
曲

折
を
経
て
終
了
し
て
み
る
と
、　
一
年
間

の
苦
労
が
実
を
結
ん
だ
喜
び
ど
、　
一
緒

に
推
進
し
た
仲
間
と
の
親
密
き
、
自
分

が
こ
こ
の
住
民
の
一
人
で
あ
る
と
い
う

実
感
を
強
く
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た

組
長
の
仕
事
は

一
年
で
終
り
ま
し
た
が

自
治
会
と
家
庭
と
い
う
ひ
と
つ
の
サ
ー

ク
ル
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
又
変
わ
っ

た
自
分
を
発
見
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
、
今

は
時
間
の
許
す
か
ぎ
り
参
加
し
、
労
を

惜

し
む
ま

い
と
考

し
た
。
　

　

雌
」隈

よ
う

に
な
り
ま

Ｍ

。
Ｎ
生

＊
編
集
後
記
＊

広
報
の
内
容
変
化
は
貴
殿
次
第
で
す
。

多
く
の
投
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
二
年
間
有
難
う
御
座
い
居
ま
し

た
。　
　
　
　
広
報
編
集
部

一
同

´ 仁  ″

11'′

え

る
投
稿

方
々
を
御
紹
介
致
し
ま
す
。

（敬
称
略
）

第
　
二
隣
組

第
　
八
隣
組

第
十
二
隣
組

第
十
三
隣
組

第
十
九
隣
組

〃

須 宇 石 竹 吉 村 河

藤 田 川 内 田 越 原

志 栄 男 実 操 行 一

広  英

平
成
四
年
度
中
に
転
入
さ
れ
ま
し
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町
内
め
ぐ
り

（
下
半
期
）


